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生化学，分子細胞生物学の手法を駆使して
成人病性血管障害の成因・病態・克服を探る
　医師として 3 年間臨床に携わった後，生化学者として細胞の死・再生・がん
化のメカニズムや分子進化に関する研究に従事しました。教室を主宰するよ
うになって以後は，糖尿病血管症など，成人病と血管に関する研究を行いま
した。また，金沢大学医学部百五十年史の編纂に関わったことがきっかけと
なり，医史学にも触れるようになりました。

༰ڀݚ

糖尿病血管症の研究

　糖尿病患者の生活の質と生命予後を損ねる元凶は，糖尿病血管症です。私
の研究グループは，糖尿病血管症をひき起す主要環境要因として糖化蛋白，
これに応答する細胞側因子として糖化蛋白受容体を同定しました。これらを
標的とする療法を生み出すことが，糖尿病を怖い病気でなくする一戦略と考
えられます。糖化蛋白の受容・シグナリングとその拮抗・遮断の影響をうけな
い糖化蛋白受容体の別部位が，親子関係の構築に重要な絆ホルモン（別名，オ
キシトシン）の脳移行を担うことも明らかにできました（図）。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ಛڐɿՄ༹ܕRAGEλϯύΫ࣭ʢຊୈ3837494߸ɼυΠ
π60226425.1-08ɼΠΪϦε1380593ɼϑϥϯε1380593ɼ
ถ7485697ࠃʣ

˙ ٕज़Ҡసɿ্هಛ͖ͮجʹڐɼஅࢼༀesRAGE ELISA 
kitΛถࠃB-BridgeࣾʹϥΠηϯγϯά

受賞
˙ 2007ɹຊප߹ซ学ձExpert Investigator Award
˙ 2014ɹຊප学ձϋʔήυʔϯ
˙ 2015ɹੴςϨϏ
˙ 2021ɹຊප߹ซ学ձDistinguished Investigator Award

論文
˙ Yamamoto H et al. Streptozotocin and alloxan induce 

DNA strand breaks and poly(ADP-ribose) synthetase 
in pancreatic islets. Nature 294, 284-6, 1981

˙ Yamamoto H et al. Mosaic evolution of prepropancreatic 
polypeptide. J Biol Chem 261(14), 6156-9, 1986

˙ Yamamoto H and Yamamoto Y. Evolution and diabetic 
vasculopathy. Journal of Diabetes Investigation 
13(7),1111-3, 2022

書籍等出版物
˙ Molecular Biology of the Islets of Langerhans ஶɼڞ

Cambridge University Pressɼ1990ɼ2008
˙ʰҩ学ͷͨΊͷૅجࡉࢠ๔ੜ学 ɼɦڞฤஶɼೆࢁಊɼ

1997ɼ1999ɼ2001
˙ʰͷҩͷྲྀݯΛ๚Ͷͯ ɼɦ୯ஶɼલాॻళɼ2020

講演・口頭発表等
˙ RAGE and diabetic nephropathy. Gordon Conference 

on Endothelial Cell Phenotypes in Health and 
Diseaseɼ20088݄

˙ ප߹ซͷҼɾපଶɾࠀʹؔ͢Δૅجతڀݚɼ
ຊප学ձϋʔήυʔϯडߨԋɼ20145݄

競争的資金等の研究課題
˙ʮප݂ͷൃͱࢭͷߏػࢠʯຊ学ज़ৼڵձ
ະདྷ։学ज़ڀݚਪਐۀࣄʢ1997ʙ2001ʣ

˙ʮੈ࣍ΠϯλʔϑΣʔεϝσΟγϯʹΑΔੜ׆श׳පͷ
ֵ৽త༧ɾஅɾྍ࣏ͷͨΊͷڀݚʯจ෦Պ学লಛผ
අʢ2012ʙ2016ʣܦڀݚ

社会貢献活動
˙ International Journal of Cell Biology of Disease Co-

Editorʢ2002ʙࡏݱʣ
˙ Journal of Diabetes Investigation Editorʢ2009ʙࡏݱʣ
˙ʢ公ࡒʣୈҰڞࡾੜ໋Պ学ৼஂࡒڵཧࣄʢ2014ʙࡏݱʣ
˙ʢ公ࡒʣླສฏපஂࡒཧࣄʢ2015ʙࡏݱʣ
˙ ླ大ɾాزଟه೦ۚ大学ࡍࠃ࣮ߦҕһ
ʢ2017ʙࡏݱʣ

˙ Journal of Low Dimensional Systems Editorʢ2018ʙࡏݱʣ

࢜ຊ�ത�学ҩ学തࢁ
Hiroshi Yamamoto

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学ɹҩ学෦ɹଔۀ
����ɹࢁҩՊༀՊ大学ɹҩ学෦ɹॿख
����ɹ౦大学ɹҩ学෦ɹॿڭत
����ɹۚ大学ɹҩ学෦ɹڭत
����ɹۚ大学ɹཧࣄʢࡍࠃɾෟଐපӃɾಉ૭ձ୲ʣɾ෭学
����ɹ公立小松大学ɹ学
ڀݚ
ੜԽ学
ॴଐֶڠձ
ຊੜԽ学ձʢ����ʙࡏݱʣɺຊප学ձʢ����ʙࡏݱʣɺ
ຊප߹ซ学ձʢ����ʙࡏݱʣɺຊ݂ੜҩ学ձձʢ����ʙ����ʣɺ
ϒϧΨϦΞࡉ๔ੜ学ձ໊༪ձһʢ����ʙࡏݱʣɺ
ຊ݂ੜҩ学ձ໊༪ձһʢ����ʙࡏݱʣɺҩ࢙学ձձʢ����ʙ����ʣ

糖
尿
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い
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糖尿病，血管医学，医史学

ੜԽֶɼ݂ ੜҩ
ֶɼපֶɼҩֶ࢙

ֶɹ 1SFTJEFOU
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多胎家庭支援、ドイツの移民政策、外国人市民支援

　専門分野はドイツ学、多胎家庭支援、キリスト教学である。現在の研
究としては、ドイツ学ではドイツの移民・難民政策（特に、「統合コース」

（Integrationskurs））を参考にした日本社会における外国人市民のピア・サ
ポート活動に関する実践的研究、多胎家庭支援では地域ネットや地域の子育
て拠点をベースとしたピア・サポート活動等についてである。

༰ڀݚ

地域における外国人市民のピア・サポート
地域と協働した多胎家庭支援
ドイツの「地域の母」（Stadtteil Mütter）事業を参考にして、石川県におい
て外国人市民のためのピア・サポート活動の実践的研究を行っている。同事
業の研修プログラムを参考にしつつ、ピア・サポーター研修プログラムを開
発し、それを試行する予定である。また、日本各地の地域ネットや子育て拠
点をベースに展開している多胎家庭へのピア・サポート活動において、ピア・
サポートに参加したサポーターの自己肯定感のエンカレッジについてアン
ケートに基づく調査研究を予定している。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Ҭͱڠಇͨ͠ଟՈఉࢧԉ
˙ Ҭʹ͓͚Δ֎ࠃਓࢢຽͷϐΞɾαϙʔτ
˙ ଟจԽڞੜࡦࢪ

論文
˙ „Musikleben im deutschen Pachtgebiet Tsingtau 1897-

1914.l SHIMURA, Megumi h ۚ大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥ
ूɹޠݴɾจ学Ἣʱୈ11߸ɺ17ʙ51ɺ20193݄

˙ʮʮ֎ࠃਓࢢຽͷͨΊͷຊࣾձదԠɾఆணϓϩάϥϜʯͷ։
ൃͷͨΊͷχʔζௐࠪใࠂʯࢤଜܙɺਂᖒͷͧΈɺѨ෦Ѫࠫ
大h ࡦޠݴ ʢɦຊޠݴࡦ学ձʣୈ16߸69-82ɺ20203݄ɻ

˙ʮυΠπͷΦϦΤϯςʔγϣϯίʔεʢOrientierungskursʣ
ʹ͍ͭͯɹʕ֎ࠃਓٕ࣮शੜ༻ͷʰຊͷੜ׆Ҋʱͱ
ΦϦΤϯςʔγϣϯίʔεͷڭՊॻΛൺֱͯ͠ʕʯࢤଜܙ
ʰۚ大学لߏػࡍࠃཁʱୈ3߸25-38ɺ20213݄
˙ „Leichenredenl von Kurt Marti. SHIMURA, Megumih ۚ
大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥूɹޠݴɾจ学Ἣʱୈ14߸ʣɺ
1ʙ12ɺ20223݄

˙ʮଟՈఉͷࢧԉͷඞཁੑͱͦͷํ͑ߟʯࢤଜܙɺ松
༿ܟจɺ松ຊ݄࠼ʰपظ࢈ҩ学ʱ529ר߸ɺ1193-119ɺ
20229݄

書籍等出版物
˙ ϰΣϧφʔɾϑʔτɿh ཧओٛɹ͔֬͞ͷಀආݪ ʢɦࢤ
ଜܙ༁ʣ৽ڭग़൛ࣾɺ2002

˙ʰϑϨʔϑϨʔɺ͓͞ΜʂϑϨʔϑϨʔɺ͓͞Μʂɹ
ʙ;͔ͨ͝Β͓͞Μ͓͞Μʹ͍͑ͨ͜ͱʱࢤଜܙ
ʮ;ͨ͝ϙέοτϒοΫγϦʔζNo.5ʯຊଟࢧԉڠ
ձɺ202012݄

講演・口頭発表等
˙ʮϐΞɾαϙʔτ׆ಈͱͯ͠ͷʮҬͷʯۀࣄɹʕσϡο
ηϧυϧϑࢢʹ͓͚Δ༧උௐࠪΛͱʹʕʯࢤଜܙɺຊ
ಠจ学ձࢧ෦2023ൃڀݚදձɺ202311݄11

競争的資金等の研究課題
˙ʮͳͥυΠπਓဳྂୈΛॳԋͰ͖ͨͷ͔ʁυΠπેआ
ݚʢڀݚઓత๖ժݚಈʹ͍ͭͯʯՊ׆ͷ੨ౡͷԻָ࣌
දऀʣɺ2015-16ڀ

˙ʮʮ֎ࠃਓࢢຽͷͨΊͷຊࣾձదԠɾఆணϓϩάϥϜʯͷ։
ൃɾߦࢼʯՊجݚ൫ڀݚʢCʣʢڀݚදऀʣ2018-2022

˙ʮҬڞੜࣾձΛ͢ࢦɺ֎ࠃਓࢢຽͷͨΊͷϐΞαϙʔ
τɾϓϩάϥϜͷ։ൃɾߦࢼʯՊجݚ൫ڀݚʢCʣʢڀݚ
දऀʣ2023-2025

社会貢献活動
˙ Ұൠࣾஂ๏ਓʮຊଟࢧԉڠձʯදཧࣄ
˙ NPO๏ਓʮͨͿΜ͔ڠಇωοτϫʔΫʯཧࣄ
˙ ຊੜڀݚࣇ学ձʢձɿ2020-21ʣ
˙ ੴڠྲྀަࡍࠃݝձධٞһʢ2020-23ʣ
˙ ۚ࢞ࢢຓྲྀަࢢҕһձҕһʢ2022-23ʣ
˙ ੴݝઓུձٞʮੑݸ๛͔ͳҬͮ͘Γ෦ձʯҕһ
ʢ2022-23ʣ

࢜ηϯλʔจ学मྲྀަࡍࠃҭ୲ʣɾڭ�෭学ʢܙ�ଜࢤ
Megumi Shimura

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ໊ݹ大学大学Ӄ�จ学ڀݚՊ�ത࢜՝ఔલظʢυΠπจ学ઐ߈ʣ�मྃ
�������ɹυΠπŋϛϡϯϔϯ大学�学学෦�ཹ学ʢυΠπ学ज़ަྲྀձʣ
����ɹ໊ݹ大学大学Ӄ�จ学ڀݚՊ�ത࢜՝ఔظޙʢυΠπจ学ઐ߈ʣ�தୀ
����ɹ໊ݹ大学�จ学෦�ॿखʢυΠπจ学ࣨڀݚʣ
����ɹۚ大学�จ学෦ࢣߨ�ʢυΠπޠ学ɾυΠπจ学ίʔεʣ
����ɹۚ大学�จ学෦�ॿڭत
����ɹۚ大学�ਓؒࣾձ学Ҭࡍࠃ学ྨڭ�त
����ɹۚ大学�ཹ学ੜηϯλʔ
����ɹۚ大学�学ิ ୲ɿ૯߹૬ஊࣨ૯ׅ૬ஊһʣࢭʢϋϥεϝϯτࠤ
����ɹۚ大学ࡍࠃ�学ྨ
����ɹۚ大学�෭学
����ɹ公立小松大学�ཧࣄɾ෭学
ڀݚ
υΠπͷҠຽࡦɺଟՈఉࢧԉɺจ学ʹ͓͚Δʮ;ͨ͝ʯ
ॴଐֶڠձ
ຊಠจ学ձɺΩϦετ࢙ڭ学ձɺຊੜڀݚࣇ学ձɺຊ公ऺӴੜ学ձɺຊޠݴࡦ学ձɺຊϐΞαϙʔτ学ձ
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援
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Ｄ
＆
Ｉ

移民政策、多胎家庭支援、ビアサポート、多文化共生、ドイツ社会

ϐΞɾαϙʔτΛར༻したଟจԽڞੜ
ԉࢧಇしたଟՈఉڠɺҬとࡦࢪ

7JDF�QSFTJEFOU
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伝熱工学を用いた、エネルギー機器や
自然環境における熱や物質移動についての解析
　放射による熱移動を除くと、熱や物質の移動形態は二つに大別される。一
つは熱拡散や分子拡散に基づく移動で、ミクロなスケールでは支配的な働き
を持つ。しかし、人間の体のスケール以上の大きさになると、流動するガスや
水により運ばれる熱や物質の量が支配的になる。このような現象を対流によ
る移動とか移流による移動とか呼ぶ。対流により運ばれる熱量を解析するた
めには、まず流れ場を解く必要がある。特に、浮力が流体運動の駆動力になる
場合は、流れ場が温度場に依存するため、流れ場と温度場が互いに影響を及
ぼすことになり、解析が極めて困難となる。このような問題は自然対流と呼
ばれ、やかんでお湯を沸かすという卑近な例から、都市のヒートアイランド
現象や惑星規模の大気や地下マントルの運動まで広く存在している。

༰ڀݚ

種々の機器やエネルギーシステム、社会インフラ、
および自然環境における熱や物質移動の解析
　自然対流により、閉空間に水平に設置された円柱状の熱交換器の性能が時
刻と共にどのように変化してゆくかを予測した計算例を図に示す。これは、
自然対流による熱交換面からの放熱量を時間の関数として表示したもので
ある。周囲の流体の温度上昇に伴い、対流による放熱が抑えられ、やがて熱交
換器としての機能が失われてしまう。このような過程も、自然対流のメカニ
ズムについての詳細な解析を行うことにより予測することが可能である。
図には理論解析の結果が、数値解析（数値実験）の結果と良く一致しているこ
とを示している。スケール解析と呼ばれるこのような理論解析の手法は様々
な熱・物質移動現象について適用可能であり、機械システムから地熱エネル
ギー利用技術や大気の運動などの大規模な現象まで扱うことができる。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Ҡಈʹ͍ͭͯͷղੳ
˙ ମͷӡಈͱͦΕʹ͏ɾ࣭Ҡಈྲྀڥ
˙ தར༻ͱΤωϧΪʔ։ൃ

受賞
˙ G.I.Taylor Memorial Lecture, Int. Symp. of ISTAMʢ2015ʣ
˙ PCTFEݙߩʢ2010ʣ
˙ JOHN ATANASOFF SOCIETY OF AUTOMATICS AND 

INFORMATICS FEDERATION OF THE SCIENTIFIC 
ENGINEERING UNIONS ༏लจʢ2010ʣ

˙ ຊػց学ձຊػց学ձྲྀମ学෦ݙߩʢ2006ʣ
˙ Պ学ٕज़ிՊ学ٕज़ிൃ໌બఆʢ1992ʣ
˙ ຊ学ձຊ学ձจʢ1989ʣ
˙ ίϩϥυ大学大学Ӄతڀݚʢ1983ʣ

論文
˙ 小ܕϑϩʔϕΫτϧηϯαͷ3ݩ࣍γϛϡϨʔγϣϯ
٢ాɺۚԬɺଜɺ໖ɺ小松ɺຊػց学ձจू2021
87902ר߸p.21-00110

 DOI https://cloi.org110.1299/transjsme.21-00110
˙ Numerical Analysis of the Effects of Rotating Wind 

Turbine Blades on the Aerodynamic Forces Acting on 
Tower, T. Kono, S. Nebucho 1, T. Kogaki, T. Kiwata, 
S. Kimura and N. Komatsu, Energies 2017, 10, 121; 
doi:10.3390/en10010121

˙ On realizable convection patterns in a saturated 
porous square section, Kimura, S., Ishikawa, N., 
Komatsu, N, Journal of Heat and Technology, 34 (1), 
91-94, 2016

˙ Can Natural Convection Alone Explain the Mpemba 
Effect ? Vynnycky M, Kimura S, Int. J. Heat Mass 
Transfer, Vol.80, 243-255, 2015

書籍等出版物
˙ 2015 S.Kimura Chap.24 Groundwater Flows and 

Velocity Measurements (Handbook of Porous Media 
edited by Kambiz Vafai) Taylor & Francis

講演・口頭発表等
˙ 2020 Shigeo Kimura, Keynote Speaker, Expert 

workshop on Sustainable Energy Transition in Asia, 
भ大学ΤωϧΪʔΟʔΫ2020

競争的資金等の研究課題
˙ 20149݄ʵ20193݄NEDO࠶ੜՄΤωϧΪʔར༻ٕ
ज़։ൃʮதྲྀਫར༻ܕΫϩʔζυγεςϜٕज़։ൃʯ

社会貢献活動
˙ NEDOʮൃిٕज़ʯٕ ज़ݕ౼ҕһձҕһʢ2014-2018ʣ
˙ ຊػց学ձཧࣄʢ2012-2014ʣ
˙ bSTRPM` Associate Editorʢ2011ʵࡏݱʣ
˙ bJ. of Porous Media` Associate Editorʢ2011ʵࡏݱʣ
˙ bTransport in Porous Media` Editorial Boardʢ2005ʵࡏݱʣ

ଜ�ൟஉ�෭学ʢڀݚ୲ʣ݉αεςΠφϒϧγεςϜՊ学ڀݚՊɾڭत1I�%�.FDIBOJDBM�&OHJOFFSJOH
Shigeo Kimura

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹίϩϥυ大学大学Ӄ�学ڀݚՊػ�ց学ઐ߈�ത࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ௨ۀ࢈লٕۀ�ज़Ӄ�౦ٕۀज़ݧࢼॴڀݚ�һ
����ɹۚ大学�学෦ػ�ػց学Պڭ�त
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պڭ�त
ڀݚ
学���ྲྀମ学���ΤωϧΪʔྲྀڥ���ମ
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձɺຊ学ձɺຊԼਫ学ձɺຊ学ձɺຊྲྀମྗ学ձɺΞϝϦΧػց学ձ

流
体
の
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動
が

熱・物
質
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移
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る

熱物質移動現象、熱設計、地熱、地中熱、局地大気の運動、
湖沼水の運動

 ɾֶྲྀڥମ

ਤɽดۭؒͷ
ɹɹަ͔ثΒ
ɹɹͷ์ੑͷ
ɹɹ࣌ܦมԽ
ॎ࣠ɿແݩ࣍ྲྀྔ
ԣ࣠ɿແؒ࣌ݩ࣍
ɹɹɹஆ৭ߴԹҬ
ɹɹɹפ৭ԹҬ
ɹɹɹΛࣔ͢
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